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This study aimed to clarify the development of Japan Gymnastics Festival (JGF) [1935-1943], especially 
the 3rd to the 9th Festival, when it reached maturity, and to discuss its historical significance. The historical 
materials such as the articles and photos from publications, reports, physical education journals, photograph and 
related Articles in the Asahi Graph and Asahi Sports were collected and analyzed for its aim. The result of the 
investigation can be summarized as follows:
1) JGF development and its change
The JGF development was divided into the four periods (Period I~IV), and the features of each period were 
clarified from the standpoint of the host, supporters, organization, appearance, ceremony, performances etc. In 
the Period I – ‘Founding period’ (1st~2nd Festival), the Dainanko 600th Anniversary Gymnastics Festival was 
established in 1935 and was continued festival in the next year as the 2nd festival of JGF. In the Period II – 
‘Established period’ (3~4th Festival), the Ministry of Health and Welfare and the Japan Gymnastics Federation 
became the supporter of the Festival. At the 4th Festival, the “Tokai” Festival (Nagoya) was the new venue. In the 
5th festival of the earlier Period III – ‘Expansion period’ (5~6th Festival), the regulation of festival was enacted, 
and the central and prefectural festivals were held while adding the “Seibu” Festival (Kokura) as a nationwide 
festival. So the number of venue and participants increased dramatically. With the idea to grow into a unified 
nationwide festival, JGF established a radio network linking the central venue with the others. The 6th Festival 
was a special one which selected “Kashihara” Shrine as the central venue of “the festival commemorating the 
2600th year of the Imperial reign”. Then, the number of venue was much increased, and the number of participants 
jumped to 2 million people. In the latter of Period III – ‘Expansion period’ (7~8th Festival), the festival expanded 
beyond prefectures and added in the oversea venues, such as Dalian. In the Period IV – ‘Closing Period’ (9th 
Festival), the JGF was sponsored by Dai Nippon Sports Council, and cosponsored by the Asahi. As a result, JGF 
was kept under government’s control. The japanese and overseas venues increased and then they reached to 1040, 
and the participants swelled to 2.5 millions. But the JGF was discontinued in 1944 with the suspension of most 
events of the “Dai Nippon Sports Council” under the deterioration of the war situation.
2) Significance of the JGF in the history of physical education and sports
(1) JGF, similar to Meiji-Shrine games, played a major role in the diffusion of the mass-gymnastics in the late 
Taisho period and the early Showa period. (2) JGF has a philosophy of “Socialization of gymnastics (physical 






































































realization of the festival similar to “Sokol movement”, and expected as a result to promote “the national spirit 
movement” and “collective discipline”. (4) JGF was intended to have a meaning to contribute to the recreation 
movement at the time. The welfare festival consisted of mass-gymnastics, march and chorus etc. The JGF 
organizer advocated the worth of the recreation in the performance. (5) The JGF pursued the significance of 





















































































1935（昭和10年） 1936（昭和11年） 1937（昭和12年） 1938（昭和13年） 1939（昭和14年） 1940（昭和15年） 1941（昭和16年） 1942（昭和17年） 1943（昭和18年）
大　会 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回
時期区分 第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 第Ⅳ期
時期名称
創設期 組織確立期 拡大期 終末期
国内発展期 海外進出期
主　催 朝日新聞社 朝日新聞社 朝日新聞社 朝日新聞社 朝日新聞社 朝日新聞社 朝日新聞社 朝日新聞社 大日本体育会
（協賛） 朝日新聞社
後　　援
文部省 文部省 文部省 文部省 文部省 文部省 文部省 文部省 文部省
府県市 府県市 府県市 府県市 府県市 府県市 府県市 府県市 府県市
全日本体操連盟 全日本体操連盟 全日本体操連盟 全日本体操連盟 全日本体操連盟 全日本体操連盟 全日本体操連盟
厚生省 厚生省 厚生省 厚生省 厚生省 厚生省
組　　織
地方組織 地方組織 地方組織 地方組織 地方組織 地方組織 地方組織 地方組織 地方組織
全国組織 全国組織 全国組織 全国組織 全国組織
役　　員
全日本体操連盟 全日本体操連盟 全日本体操連盟 全日本体操連盟 全日本体操連盟 全日本体操連盟 全日本体操連盟 全日本体操連盟 全日本体操連盟
府県市 府県市 府県市 府県市 府県市 府県市 府県市 府県市 府県市
文部省 文部省 文部省 文部省 文部省 文部省 文部省 文部省 文部省
厚生省 厚生省 厚生省 厚生省 厚生省 厚生省
会　　場
関西大会 関西大会 関西大会 関西大会 関西大会 関西大会 関西大会 関西大会 関西大会
関東大会 関東大会 関東大会 関東大会 関東大会 関東大会 関東大会 関東大会
東海大会 東海大会 東海大会 東海大会 東海大会 東海大会
九州大会 九州大会 九州大会 九州大会 九州大会
橿原神宮大会
加盟府県大会 加盟府県大会 加盟府県大会 加盟府県大会 加盟府県大会
海外（関東州大連）海外（関東州大連）大連・台北・朝鮮・樺太
中央大会 関西大会 関西大会 関西大会 関西大会 関西大会 橿原神宮大会 関東大会 関西大会 関東大会
会場数（地方大会） 1 2 2 3 4 5 4 4 4
会場数（加盟府県大会） 22 33 36 37 38
大会参加者数 1.2万 3.12万 3万 5.7万 67万 200万 200万 200万 250万
関西大会参加者数 1.2万 1.5万 1.5万 3.0万 3.0万 3.3万 3.35万 2.8万 3.5万
関東大会参加者数 1.62万 1.5万 1.2万 1.7万 1.8万 1.7万 1.44万 1.5万
東海大会参加者数 1.5万 1.5万 1.5万 1.2万 1.0万 0.8万
九州大会参加者数 0.88万 1.2万 1.2万 1.5万 1.2万
開会式式典
開会宣言 開会宣言 開会宣言 開会宣言 開会宣言 開会宣言 開会宣言 開会宣言 開会宣言
国歌吹奏・国旗掲揚 国歌吹奏・国旗掲揚 国歌吹奏・国旗掲揚 国歌吹奏・国旗掲揚 国歌吹奏・国旗掲揚 国歌吹奏・国旗掲揚 国歌吹奏・国旗掲揚 国歌吹奏・国旗掲揚 国歌吹奏・国旗掲揚
会長・大臣挨拶 会長・大臣挨拶 会長・大臣挨拶 会長・大臣挨拶 会長・大臣挨拶 会長・大臣挨拶 会長・大臣挨拶 会長・大臣挨拶 会長・大臣挨拶
武士道の国演奏 大会行進曲演奏 皇軍将士への黙祷 皇軍将士への黙祷 皇軍将士への黙祷 皇軍将士への黙祷 皇軍将士への黙祷 皇軍将士への黙祷




閉会宣言 閉会宣言 閉会宣言 閉会宣言 閉会宣言 閉会宣言 閉会宣言 閉会宣言 閉会宣言






















体　　操 体　　操 体　　操 体　　操 体　　操 体　　操 体　　操 体　　操 体　　操
演奏行進 演奏行進 行進遊戯 行進遊戯 行進遊戯 武　　道 演奏行進 武　　道 武　　道
器械体操 器械体操 演奏・器械 演奏・器械・武道 武　　道 行進・演奏・器械 器械・武道 演奏行進 演奏行進




















































































































































出場団体名 演技内容 演技時間（分） 演技者数（人）
1 小学校男児（神戸市、尼崎市、西宮市、武庫郡小学校） 合同体操 2592 15





4 小学校女児（大坂市小学校） 行進遊戯 2112 17
5 男子工場員（住友金属工業製作所） 工場体操 1200 24
6 全日本体操連盟代表選手 器械体操 15 27
7 全関西吹奏楽団連盟中等学校部 演奏行進 200 15
8 教職員（京阪神連合） 合同体操 200 13
9 女子中等学校（大阪府、兵庫県女子中等学校） 行進遊戯 1584 18
10 ラジオ体操団 ラジオ体操 1200 14




写真 4 　第五回関西中央大会24）写真 3 　第五回関西中央大会24）
写真 6 　第五回加盟府県大会山梨県大会22）写真 5 　第五回加盟府県大会広島県大会22）
（表 3 ）第五回日本体操大会加盟府県大会山梨大会状況
山梨体操大会（甲府市営運動場）
１）開会式
（1）役員参加者整列　（2）敬礼　（3）開会之辞　（4）宮城遥拝　（5）国旗掲揚　（6）国歌奉唱　（7）黙祷　（8）総裁告辞　
（9）祝辞　（10）敬礼　（11）退場
２）演　技
　（1）建国体操　　　　山梨県教員（５００人）
　（2）体　操　　　　　小学校高等科男子（１３８２人）
　（3）御国の子供　　　小学校尋常科女子（２４１７人）
　（4）体　操　　　　　男子中等学校低学年（１３５３人）
　（5）御代の輝き　　　女子中等学校（１４７６人）
　（6）体　操　　　　　小学校尋常科男子（２６８８人）
　（7）新女子青年体操　小学校高等科女子（９９６人）
　（8）愛国行進曲　　　女子中等学校（１９７３人）
　（9）体　操　　　　　男子中等学校高学年（８１９人）
３）閉会式
（1）役員参加者整列　（2）敬礼　（3）閉会之辞　（4）国旗降納　（5）愛国行進曲斉唱　（6）万歳三唱　（7）敬礼　（8）解散
２．郡大会
（1）東山梨郡大会　加納岩町女子師範校庭（４５００人）
（2）北巨魔郡大会　韮崎町韮崎中学校庭（４０００人）
（3）東八代郡大会　石和町石和小学校庭（３０００人）
（4）西八代郡大会　市川大門町市川小学校庭（１６００人）
（5）北都留郡大会　上野原町上野原小学校庭（２０００人）
  （引用）宇野勝彦（1939）　「第五回大会地方大会山梨体操大会」体操9（6）pp.43-44
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　大会では、非常時の時局を反映して、国民精
神総動員の意義が強調された。5回大会報告書
では、従来の大会の意図“国民の体位向上”と
“精神作興”及び“体操の社会化”の目的を再確
認した上で、その精神作興との関わりで、国民
精神総動員が要請される“非常時”に体操大会
が果たすべき役割が説かれていたこともこの期
の特徴である24）。
　主催後援に変化はないが、大会規定ができ
（表4）、地方大会・加盟府県大会を含めた全国
的開催となり、組織も全体の役員、地方大会役
員、演技役員など拡大細分化された。この組織、
運営体制の整備されたこともやはりこの期の特
徴として挙げられる25）（表5）。
　大会を全国統一的に運営しようとする意図か
ら、ラジオというメディアで各地方大会と加盟
県大会を結び同時的に開会式と演技の一部をラ
ジオ放送し、新しいメディアイベントとして、
体操大会を再組織した。これもこの期の特徴と
なっている。ラジオ放送の利用について、佐藤
信一は、「…日本放送協会との連携の出来たこ
とは確かに新機軸を開いたものといえる」26）と
述べている。
　当時スポーツイベントのラジオ放送の利用に
ついては、昭和2年以降、関西では甲子園におけ
る全国中等学校優勝野球大会、関東では東京六
大学野球などの成功例が見られる27）。その後、
ラジオによるスポーツ放送は盛んになるが、昭
和9年実況放送種目別割合によれば、種目別の
頻度は、①野球、②相撲、③囲碁将棋、④蹴球、
⑤水上、⑥陸上、⑦拳闘、⑧競馬、⑨武術、⑩
漕艇、⑪その他と報告されている28）。従来野球、
（表 4 ）日本体操大会規定（第五回日本体操大会報告書より）
一、 本大会は日本体操大会と称し、文部省、厚生省、全日本体操連盟の後援を得て朝日新聞社これを主催す
二、 本大会は集団体操の普及発達を促して国民の心身を鍛練し、体力の増進を図ると共に団体訓練の強化に資す
三、 本大会に左の役員を置く　　会長　顧問　評議員　委員　幹事
四、 本大会当分の間左記の通り挙行す
　１、地方大会　関東大会　東海大会　関西大会　九州大会
　２、加盟府県大会
本大会の趣旨に賛しこれに加盟せる府県が主催する単一府県の大会を本大会の加盟府県大会とし、本大会はこ
れと緊密なる連絡をとりその発展を助成す
五、 地方大会の役員はそれぞれ別にこれを委嘱し、その開催に関しては関係府県市等の後援を受くるものとす
六、 本大会に加盟せる府県に一名の連絡委員を設け中央との連絡を円滑にす
七、 本大会に大会旗を制定し加盟府県大会にも大会旗を贈る
八、 本大会の年次計画は委員会に於いてその原案を作成す
（表 5 ）第五回関西大会役員組織一覧
大会役員 会長：朝日新聞社取締役会長（村山長挙）、顧問：文部大臣（荒木卓夫）、厚生大臣（広瀬久忠）、評議
員：文部省社会局長（田中康之）、大日本体操連盟会長（平沼亮三）、日本放送協会会長（小森七郎）、
朝日新聞主筆（緒方竹虎）、委員：文部省体育官（小笠原道生、栗本義彦、野津誠、森秀）、日本体操
連盟副会長（大谷武一）、東京都体育運動主事（竹内八郎）、幹事東京朝日新聞社運動部長（山田年郎）
関西大会役員 顧問（8名）、評議員（2名）、委員（35名）、幹事（2名）
顧問：大阪府知事（池田潤）、京都府知事（赤松小寅）、兵庫県知事（坂千秋）、大阪市長（坂間棟治）、
神戸市長（勝田銀次郎）、京都市長（市村慶三）、中部防衛司令官（谷寿夫）、第四師団（熊谷啓一）、
評議員：大阪府学務部長（真崎長年）、京都府学務課長（鈴木脩三）、委員：大阪府学務課長（野村万
作）、京都府学務課長（井上宮久）他、幹事：大阪朝日新聞社計画部長（中村喜一郎）他
関西大会役員
（演技役員）
１）総務係（12名）、２）総司令（8名）、３）指揮者（16名）、４）司令係（25名）、５）入退場係（9
名）、６）準備係（15名）、７）分団長（113名）、８）受付（11名）、９）賛助員
  （引用）大阪朝日新聞昭和14年5月10日　日本体操大会役員
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日本体操大会の展開とその体育史的意義
水泳、相撲などの中継が多く、体操関係は、昭
和3年の上記御大典記念のラジオ体操以外では、
昭和7年第二回全日本体操祭などごく希に取り
上げられていた。野球というスポーツイベント
を成功させた朝日新聞社は、その経験を生か
し、体操大会では、空間的に離れた会場を結び
つけ、同時的に実施することによって、異例の
演出をおこなったのである。
　開会式では、5回日本体操大会歌、6回二千六
百年頌歌が歌われ、閉会式では愛国行進曲が演
奏された。演技内容は、体操、行進遊戯に加え、
武道が増え、6回以降は体操、武道が一層数を
増してゆく。二千六百年頌歌、愛国行進曲が取
り上げられ、武道が増えていったことも、また
国家主義的色彩を濃くしたものとしてやはりこ
の期の特徴として挙げられよう。
　5回大会から新設された九州（西部）大会に
ついては、次のように報告されている。
　「西部大会は、午前十時五十分小倉市到津グ
ランドで開幕、総数八万八千七十三名中等女子
“唱歌遊戯”　全国代表の“器械体操”　門鐡マン
の“門鐡体操”　高等科男性の“相撲体操”な
どつぎつぎにグランド狭しと体育の花は妍を競
ひ　さらに女子教職員の”薙刀術“白衣の勇士
の”木剣体操“と進められ男子中等学校の“柔
道”をもって十五種目の演技で終る（小倉）」29）
と報じられた。（写真7）。西部大会では、学校
関連を主に15演技実施され、一般市民では、女
子青年団による女子青年体操、工場従業員によ
る門鉄体操、陸軍病院による木剣体操などが行
われた。演奏行進などの無いこともこの大会の
特徴である。
　6回大会は、特別に紀元二千六百年奉祝記念
大会として、昭和15年5月12日に、奈良県橿原
神宮外苑運動場を中央大会の会場にして先に数
字に示したような空前の規模で開催された。
　紀元二千六百年奉祝記念行事は、神武天皇の
橿原宮における即位に伴う建国から二千六百年
に当たり、これを祝うためのものであった。政
府は、二千六百年に該当する1940年（昭和15
年）を中心に、様々な奉祝記念行事や式典を盛
大におこなった。中止となった東京オリンピッ
クも、これに合わせて企画されたものであっ
た。
　「記念行事（式典など）には内外地合わせて
のべ約五千万人が動員され、記念行事は約一万
五千件、要した金額は約一億六千三百万円」に
なったとされる30）。昭和15年以前から多数の
イベントがメディア主導で企画され31）、昭和15
年には二千六百年記念行事として、全国の各新
聞社により行事が多数開催された32）。朝日新聞
は、昭和15年元日に紀元二千六百年本社の新
事業として、日本体操大会に加え、奉納武道大
会、日本文化史展覧会などの開催を予告してい
る33）。さらに、大会迫る5月には、「一時に咲きそ
ろふ諸競技のうち衆目を強く集めるものは何と
いっても先月から鎬を削りあっている東京六大
学野球リーグ戦と十二日全国一斉に開催される
本社主催の第六回日本体操大会とであろう」34）
と体操大会が大会を六大学野球と並ぶものとし
て宣伝していた。
　6回中央大会は、①奉納奉告式、②開会式、③
奉納全国教職員代表合同体操、建国体操（全国
各府県代表）の順で実施された（表6）（写真8）。
　「午前八時橿原神宮の大前に全国各大会の赤
心を捧げて厳粛な奉納奉告式が執行された」後、
開会式は、ファンファール（ママ）、入場行進に
続いて、莊重なラッパ吹奏裡に厳粛なる国旗掲
揚、君が代斉唱、宮城遙拝、黙祷ののち『二千
六百年頌歌』を力強く合唱の順で進み、十時五
十分村山会長の挨拶がBK特設マイクを通じて写真 7 　第五回九州大会男子中等学校タンブリング22）
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全国各会場に、そして全国の各家庭に、街頭に
ひとしく伝えられた。つづいて関東大会明治神
宮外苑競技場から吉田厚相、松浦文相（菊池教
学局長官代読）、宮村奈良県知事の祝辞、『ちか
らぞ集団、われらはつよし』と『大会歌』の合
唱で開会式を終了した35）。
　開会式に続いて、全国教職員合同体操「興亜
基本体操」（全国放送）と各地の代表1万人によ
る「建国体操」が行われた。「大会の中心種目と
して全日本体操連盟が立案した『興亜基本体操』
だけに旋回、跳躍、多彩の動作に躍進日本の姿
を遺憾なく発揮、しかも一伸一縮の律動が電波
に乗って全国会場一心の感激に躍動するをおも
えばこの偉観はさらに壮大に、大観衆はただ息
をのむばかりであった。」（同前文献）この後、
近畿府県青年団、学校、全国教職員代表による
一万人の建国体操が行われた。これは、「…村松
奈良県立添上農業学校教諭指揮のもとに『エイ、
ヤー』のかけ声も勇ましく半裸の筋骨美を天日
のもとにさらし、時局下日本青年の意気は、最
（表 6 ）第六回日本体操大会大会プログラム
開会式次第
　一、役員及び吹奏楽団員整列
　一、ファンファール吹奏
　一、参列団体入場整列
　一、気ヲ付ケ喇叭
　一、国旗掲揚
　一、君が代奉唱
　一、宮城遙拝
　一、黙祷
　一、紀元二千六百年頌歌合唱
　一、会長開会の辞（全国放送）村山会長
　一、文部大臣祝辞（全国放送）松浦文部大臣（菊池教学局長官代読）
　一、厚生大臣祝辞（全国放送）吉田厚生大臣
　一、奈良県知事祝辞　宮村奈良県知事
　一、大会歌合唱
　一、全員退場
日本体操大会演技
　一、全国教職員合同体操（全国放送）二千六百人
　一、各地代表　建国体操　一万人
  （引用）アサヒスポーツ編（1940）、「第六回日本体操大会写真画報」中央大会　改変
写真 8 　第六回橿原神宮大会中央大会開会式
（同前文献）
写真 9 　第六回橿原神宮大会中央大会建国体操
（同前文献）
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高潮に達した。」（同前文献）と報じられた（写
真9）。
　文部省体育研究所師本間茂雄36）は、「…私は
二年前に欧州数ケ国の体操大会を視察したがこ
の大会のごとく電波を通じて全国的に行われた
大規模な集団体操はなかった。恐らく世界各国
に比しても遜色のない体操大会だらう。」と中央
大会の集団体操を評価した。
　紀元二千六百年奉祝記念行事としての体操大
会について、森秀は「本年度の計画を見ても、日
本体操大会、夏季講習会、器械体操競技会、地
方講習会、中等学校東西対抗器械体操の復活、
東西大会、明治神宮国民体育大会に於ける集団
体操公演何れも此の年に相応しい成果を揚げ得
た。日本体操大会に培われた集団訓練の実は大
きく結んでつい先頃の神宮大会には絶賛を博し
た。」37）と述べ、全国挙げての5月開催の体操大
会が、11月開催の神宮大会の集団体操にも直接
間接に影響を与えたことを指摘している。
4－4）海外進出期（III期拡大期後期）
　海外進出期の特徴では、国内の加盟府県大会
の会場数が前期より増えて、全国の府県を網羅
しただけでなく、更に、植民地への参加拡大を
図り、関東州大連市まで加わった。国内・国外
126～127会場、参加者数も200万人に上った。
大会中「スタンド体操」が行われ、アフガニス
タン経済使節団も大会を視察している。開会式
では、新聞社飛行機の乱舞もあり、7回大会の
演技では、体操、演奏行進、武道・器械体操の
演技が、8回大会では、体操、武道の演技が増
え、従来多かった行進遊戯は減少した。8回で
は、政府の健民運動推進政策があっため、「けふ
健民の技開く二百万人の力と美の絵巻」と謂わ
れたように体操大会も健民運動の一環と位置づ
けられていた38）。
　7回大会の状況を朝日新聞は、「…健康日本の
誇り高き力と美の交響―本社主催、文部、厚生
両省、全日本体操連盟の第七回日本体操大会中
央大会は、十一日午前十時半から新緑の明治神
宮外苑競技場で挙行…人員実に二百萬、これこ
そ真に健康と美の挙国的祭典―また遠く大連市
の関東州大会も今年から新たに加わって電波に
のせた健康の祭典はつひに大陸にまで伸びたの
であった」と報道している39）（写真10）。
　7回大会から「初参加の関東州大会は大連運
動場で行はれ、二千の乙女部隊による女子中等
学校体操、満鉄青年団員の社員会体操、男子中
等学生三千五百の大日本青年体操、先生方の興
亜日本体操等々、いづれも四万観衆に多大な感
銘を与えた」と報じられた40）。
　8回大会は、昭和17年5月10日、中央大会を
関西とし、4地方大会と加盟府県大会の三十七
大会百二十五会場で、7回大会同様二百万余人
を動員して実施された。朝日新聞大阪版では、
「『第八回日本体操大会』は阪神甲子園野球場を
中央大会場として、十日午前十時を期してさや
けくも鳴り渡る開会ラッパを合図に明治神宮競
技場の関東大会、名古屋市鳴海球場の中部大
会、八幡市鞘ケ谷競技場の西部大会の三地方大
会をはじめ北は青森から南は鹿児島にわたり、
…全国三十七大会、百二十五会場における二百
余萬の若人により、雄々しくも大東亜戦下、興
隆日本の逞しい健康図絵を繰展げた」と報道し
ている41）。
写真10　第七回関東大会39）
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4－5）IV期終末期について
（1）IV期終末期の特徴
　IV期終末期（9回）の特徴は、創設以来大会を
主催してきた朝日新聞社が協賛の位置に退き、
政府の外郭団体となった大日本体育会の主催に
変わった点に見られる。朝日新聞社は協賛の位
置に退いたことである。大日本体育会への主催
権移管と大会の開催方針について、朝日新聞社
は、「今回大日本体育会から、本大会の国家的意
義極めて深きに鑑みその主催を同会に移譲し、
本社には協賛の立場において従来どうりの協力
を得たき旨の申し入れがあり、本社はこれを諒
と快諾…」42）と報告した。政府からの直接的な
強制または指令によるものではないとしても、
「体育の新体制の樹立」のかけ声で外郭団体とし
た大日本体育会からの「主催の移譲」の要請と
あっては、主催の移譲を余儀なくされたと考え
られる。また、大日本体育会の理事会における
基本方針内では、「7．協賛は、朝日新聞のみと
する」とする配慮もなされて、国民意識高揚を
図り、質実剛健な大会という性格、体操による
力強い表現を図るなどを日本体操大会に求めて
いる。（体育日本21巻4号「本年度の体操大会」
p.91昭和18年4月）
　国内では市町村まで会場が設けられ、また大
連の他樺太・台湾・朝鮮にまで海外の会場が拡
大された。九回大会は、関東を中央大会とし、
地方大会、加盟府県大会、国内の市町村大会会
場及び海外の会場も加え、会場総数1040、参加
者総数250万人と膨れ上がった。戦局の緊迫化
の下で、極限まで膨張した大会であった。大会
は、「戦う祖国を　双肩に背負ひ、逞しき気魄と
闘志をくろがねの肢体に盛り挙げて展示する集
団的大体操祭典」43）と表現され、また、「この
律動、必勝の気魄、『強兵健民』へ…鐵の演技を
展開」44）と強調され、国家意識や敢闘精神の喚
起及び強兵健民の鍛錬のための場としての壮大
な“集団的体操祭典”と化したのである。
　9回中央大会は、「戦ふ祖国をその双肩に負
ひ逞しき気迫と闘志をくろがねの肢体に盛り上
げて展示する集団的体操祭典―大日本体育会主
催、本社協賛、厚生、文部両省後援『第九回日
本体操大会』は風薫る九日新緑に映ゆる明治神
宮外苑競技場の中央会場をはじめ関西、中部、
西部の三地域大会以下…三十八府県（長野市は
延期）に大連、台北を加え、更に市、町、村会
場を合せ合計一千四百会場、二百三十万人余人
を動員して一斉に開催された。…」（同前文献）
と報道された（表7）（写真11）。
　開会式でも、従来の式典内容に加え「海ゆか
ば吹奏」が追加され、演技では、III期後期と同
様に体操、武道が多く、また、戦技訓練、演練
など戦時下に適合した内容が多く取り上げられ
ている。なお、関東中央大会では、閉会式後に、
男子は宮城前まで、女子は靖国神社まで行進が
行われたことも特徴である。
　体操大会は、戦争の苛烈化により、この後全
国的な実施が不可能になり、九回大会を以て最
終回となった。大日本体育会は、戦局が激化し
ていた昭和18年健民部の事業の中「体育行事並
びに統制」に関して、「戦時下の国民体育事業
は体力増強とくに基礎体力の錬磨、戦技能力の
錬成、集団訓練等に重点をおくと共に、輸送、
食料、資材等を考慮し実施方針を決定、積極的
指導にあたった。すなわち中央における全国的
体育大会等は行なわず、地方における各種錬成
会に重点を置き、体操、水泳、陸上戦技等の国
民各層への普及を図った」45）（p.187）とあるよ
うに一部の行事は計画された。昭和18年諸行事
では、第九回日本体操大会の他、健民運動夏季
心身ラジオ体操会、健民部運動推進会、国民体
育指導者養成講習会及び検定、全国壮丁皆泳必
須訓練、女子功労者鍛錬体操指導者講習会、国
民体力増強鍛錬会などが計画された45）（pp.187-
189）。日本体操大会は、「夏季健民運動強調期間
には、日本体操大会を全国的に開催、戦時下の
国民意識を盛り（上げ－脱落―筆者）、「夏季心
身鍛練運動」期間に、全国的に『ラジオ体操の
会』を実施、必勝の信念を昂揚し一億一心臣道
実践にまいしんせんとの意気を示した。…」（同
前p.187）とあることから、大日本体育会は、体
操大会を「健民運動」の一環として位置づけて
いた。
　但し、昭和18年まで存続したこの体操大会
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も、昭和19年には「戦時下における本会はその
使命達成のために従来の部会別に依る諸事業を
停止し」（同前p.189）とあるように、戦局の一
層の苛烈化に伴い従来の諸行事を停止せざるを
得ず、この措置により全国的規模での大会開催
が全く不可能になったのである。
5 ．日本体操大会の体育史的意義
　第一に、体操大会は、戦前の日本において“集
団体操”の普及とその価値の拡大に大きな役割
を果した大会であった。
　従来日本体育史において集団体操の発祥は、
大正13年に始まる明治神宮競技大会（第二回）
とされており46）、それ以降多くの集団体操が実
施されてきた。これは、大会期間中に明治神宮
競技場を主会場として単一会場、短期間の開催
形式であった9）。一方、昭和10年大楠公六百年
記念祭体操大会として創始された日本体操大会
は、はじめは関西（甲子園球場）単独で開催さ
れたものが、国内で会場数を増やし、第5回以
降は全国開催となり、7・8回では外国の植民地
にまで会場を拡大した。最終9回大会では、国
内外会場数1040以上、参加者数250萬人に及ぶ
写真11　第九回関東中央大会43）
（表 7 ）第九回日本体操大会関東大会演技プログラム
演技順 出場団体名 演技内容
1 男子中等学校聯合 男子中等学校体操第二
2 東京鉄道局 国鉄体操
3 東京市民体操会 保健体操第二、大日本国民体操
4 青年学校聯合 総合訓練
5 女子中等学校聯合 女子中等学校体操
6 府立六中生徒 合唱「打ちてし止まむ」
7 東京陸軍少年飛行兵学校 航空体操「基本応用」
8 国民学校聯合 徒手体操
9 東京女子体操音楽学校 大日本女子青年音楽遊戯
10 国民学校教員団 教錬
11 体操競技部体操団 総合訓練
12 全員 総合体操
13 男子師範学校 大日本青年体操、集団総合体操
14 都下産業報国団 日本産業体操、吟詠体操「寒梅の歌」
15 吹奏楽団 全員合唱“海ゆかば”
16 東京女子高等師範学校 音楽運動“田毎の月”
17 東京高等体育学校 基本体操
  （引用）東京朝日新聞昭和18年5月10日　第九回関東大会
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大規模な大会となった。多数会場、同時開催の
方式であった。
　昭和18年まで継続された神宮大会と体操大会
との両大会の組織、会場数、参加者数の点で比
較した場合47）、国内外で開催された体操大会は、
単独開催の神宮大会より比較にならないほど大
規模なメガイベントとしての集団体操の大会で
あり、それだけ集団体操の広範な普及がみられ
たのである。
　日本体操大会は、朝日新聞というメディアに
よって「見る集団体操」中心のスポーツイベン
トとして創設された集団性、統一性ある動きに
よって見る者に、「美」と「力」を感じさせよう
とした。すなわち、集団体操に新しい価値を見
出したという意味がある。体操大会以前にも、
全日本体操連盟の主催する昭和5年体操大会、
昭和7年全日本体操祭、ラジオ体操の会など、
集団体操を実施した大会はあったが48）、佐々木
の指摘するように、「独立した集団体操のイベ
ントの確立は、日本体操大会を待たねばならな
かった」7）のである。しかも、それは、ラジオ
という新しいメディアが体操大会の感動を伝え
るだけでなく、ラジオを利用して開会式と第一
演技を全国の会場で一斉に実施する体制を実現
したこの意義は大きい。日本体操大会は、新聞
というメディアに支えられたメディア・スポー
ツイベントであった。
　当時集団体操に向けられた関心には、集団
性、統一性ある動きにより、多くの人に美と力
を感じさせ陶酔感を生み出すものという価値意
識があった。森秀（文部省体育官）は、3回関西
大会をみて、「…統合された集団美の絢爛が大
衆に烙きつけた感激は更に大きかったことと想
像する…。」49）と云い、また、小笠原道生（文部
省体育科、大会委員）も、同大会をみて「体操
大会を礼讃する人々は、その美点としてまず、
大集団の統制ある運動が広い地上に描き出す幾
何学的集団の美しさを挙げる。…これが体操大
会に民衆を引きつける大きな要素であることは
疑い無い。…」と語っていた50）。このように、
体操大会の集団体操は、“美と力”の魅力によ
り多くの人に感動を与えるものという体操の新
しいイメージをつくり上げており、「見る体操」
が演出され、集団体操に新しい価値を与えたの
である。それが国民体力の向上と国民精神作興
のための体操動員に新しい意味を与えた。集団
体操が全体主義との親和性を保持していた点は
見逃すことができないが、こうした意識に支え
られた体操界の動きが、まさに、史上空前の体
操大会の実現と集団体操の普及につながってい
たのである。
　第二に、体操大会は、当時体操界の内外に
あった体操（体育）の「社会化」、「民衆化」の
課題の実現に応えようとする意義があった。
　日本体育協会編「日本体操史」では、「体操は
苦しいもの、体操の先生は融通の利かぬ頑固者
の代表みたいに思われていたのが、昭和初期、
即ち1925年頃から次第に和げられ、体操の効果
も一般社会人の間に認められるようになった。
それが、ラジオ体操の創始やニルスブックのデ
ンマーク体操の伝来によって一層民衆に親しま
れるようになり、遂には体操による国民総動員
運動にまで展開して社会の一大行事にさえなっ
た。」51）と言われるように、体操に対する旧来
の観念の変化が見られ、当時の指導者たちによ
る、体操を市民や民衆に普及して行こうとする
体操の社会化・民衆化の理念があった。
　森悌次郎は、日本の学校体操がかなり進歩し
ていて、外国と較べ遜色ないが、「民衆の体操」
は一向に発展してないと云い「…今は体操をし
て、学校にのみ存在させて置く時代ではない。
形式を更へるがよろしい。改善も加えるがい
い。そして一般社会民衆の福利のために、より
よき糧を提供しなければならぬ」52）と体操の社
会化への道を示していた。また、大谷武一（文
部省体育研究所技師、大会役員）も「…体操に
於ても従来のやうに、学校体操の閉籠もってい
るところのあやまれる政策を放棄し、もつと、
体操の一般化に努力しなければならぬと思ふ。」
と“体操の一般化”という表現で社会化と同様
の理念を説いていた53）。体操大会でも、最初の
大楠公六百年祭記念大会の時から、開催主旨に
「体操の社会化」の理念が掲げられていたのであ
る。
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　東口真平（大阪朝日新聞社社員、大会委員）
は、大会企画の立場から「云ふまでもなく、体
操の民衆化、社会化と云ふことは現下のわが体
育界の喫緊事であるが、その実現をはかるため
には先ず社会そのものに体操を親みづけること
が必要である。…従つて、大会の目標はこれに
よって大衆を教育し、体操に親しみづける機縁
をつくることに重点をおいた」54）と、大楠公
記念大会計画時に「体操の民衆化、社会化」の
理念が動機となっていたことを明らかにしてい
た。小笠原道生（文部省、大会評議員）もまた、
「体操と民衆とを結びつけること体操に対する
理解と愛情とを民衆の心の中に植付けること、
これが元来大会を計画した主催者の主な目的で
あった」と東口の発言を裏づけている。それが、
3回大会で「早くも既に完全に民衆の関心を捉
え了せていた」55）と評価していた。このように
体操の社会化は、当時の体育界の指導者に共通
の理念となっており、体操大会のようなイベン
トがその社会化実現の機会と期待されたのであ
る55）。体操大会では、社会化の一環として学校
外の団体であるラジオ体操団による子供から高
齢者によるラジオ体操や、工場従事者による工
場体操などの社会の幅広い層への参加の呼びか
けが行われた。しかし、その参加があまりにも
大規模に行われたため、かえって自主的参加と
いう点においては問題があったと見られる。
　第三に、体操大会は、日本における“ソコー
ル運動”の夢を実現する機会として期待されて
いたという意義をもつ。
　ソコール運動は、チェコスロバキア民族の解
放と独立を目的とする体育活動を中心とした多
様な内容をもつ同志的集団による国民教育運動
であった56）。日本でもソコール運動は、大正末・
昭和の初め頃から既に書籍・論文雑誌で紹介さ
れ始めていた。体操大会創始前に多数の関連文
献57）～61）が見られた。
　体育関係者である吉田清は、「ソコール祭と
言えば、チェコスロバキア国を思い、チェコス
ロバキア国と言えばソコール祭を思ふ。…第九
回の大会が開かれ、ロスアンゼルスの第十回オ
リムピック大会と共に世界二大運動大会として
国際的人気を集めたのである。」として紹介し
ていた62）。森秀も、9回大会を見て、「勿論我国
に、直にソコール団の組織をそのまま真似るこ
とは、出来ないとしても、各地に、体操クラブ
とか組合とかの実行団体が出来て、健康運動に
対し大いに気勢を挙げたいものだと念ずる次第
である」63）と日本でのその実現を願望していた。
　体操大会関係者である大谷武一は、「独逸や
チェッコスロバキア其他に於ては、素晴しく大
規模な体操会が、古くから行はれ、国民体位の
向上、精神の鍛錬に貢献して来たのであつた
が、我が国には、残念ながら、純体操の総合的
な体操大会といふものはまだ一度も開かれた
ことが無かつた。…それが今回はからずも、大
阪朝日新聞社の主催で、吾々国民が、永年待望
してゐた体操大会の実現を見たことは、国民保
健、精神振興の上から考へて誠に欣快に堪えな
い。」64）と評価していた。また、岩原拓（文部
省体育課長）も、体操大会が健康鍛錬運動であ
り国民精神運動となることを期待し、かつ将来
の大会運営の中でソコール運動の会場のような
一万人以上が収容できる運動場実現の必要性を
指摘していた65）。
　以上の他にもソコール運動に範型を求めるよ
うに意見が数多くみられた。とにかく、当時の
代表的な体育指導者や体操大会関係者には、愛
国主義運動と体操の社会化の観点からソコール
運動を評価し、日本版の体操大会の実現を強く
期待した人が目立った。しかし、民族の独立の
課題を伴っていた「ソコール運動」と、日本の
国民精神作興・国民精神総動員の体操大会との
相違について認識した所論が殆どなかったこと
も同時に指摘しておきたい。
　第四に、体操大会は、日本のレクリエーショ
ン運動・厚生運動の一環としての意義をもつ。
　都築ら66）によれば、1930年代後半から展開
した日本の戦時下という状況下で厚生運動は、
余暇生活の健全化や健全娯楽普及といったレク
リエーション運動でありながら、同時にそれが
体位向上運動の意味も兼ねていたという。さら
に、厚生運動の大会、厚生大会第一回大会では、
全体的に競技志向の強いものであったが、第三
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回大会（興亜厚生大会―筆者）になると体育活
動はほぼ集団体操と集団行進で構成され、3万
人以上を動員する活動となっていったとされる
（同前文献p.2）。佐々木も、また興亜厚生大会に
ついて「集団体操演技と合唱に彩られたほとん
ど体操大会といっていい内容であった」と特徴
づけ、当時の厚生運動と集団体操との密接な関
係を指摘していた7）。
　体操大会関係者も直接大会目標には掲げてな
いが、体操大会が厚生運動のレクリエーション
的価値を持つものであることに言及している。
大谷武一は67）、五回大会を評価して、「体操大会
の一般人に対する慰安的休養的価値も看過する
わけには行かない。…この野外における半日及
一日の感激的な清遊こそ最も健全な、ほんたう
の娯楽といふべきであろう」とその意義を説い
ていた。
　森秀もまた、四回関東大会を見て、「体育厚
生運動指導の下に、大衆を参加せしめ、和やか
な気分の中に運動を享楽させ、有意義なしかも
満ち足りた一日を送る機会を与へたいような気
がした。人的資源擁護保育の意図を以て余暇を
利用し、人間の本然性に本づく各種の競技、運
動、娯楽を取扱ふことが国民精神涵養、体位向
上、生活の幸福招来に資するところ大なるを覚
える。」68）と語った。
　以上のように、体操大会関係者は、大会のも
つ厚生運動的な意味を認識していた。しかし、
戦局激化の中で、実現できたかが問われるとこ
ろで、実際に次第に失われていったと見られ
る。
　第五に、体操大会は文部省・厚生省が推進し
た「国民精神作興運動」と「国民の体位、体力
向上」という国策実施の機会の意義をもってい
た。
　戦前の国民教化に関する三大詔勅の一つ「国
民精神作興ニ関スル詔書」が大正12年（1923
年）国民精神の一層の涵養振作を図るとの主旨
で発せられ、国民精神作興の運動が進められて
きた。文部省は、翌大正13年体育の普及発達を
図る為め「全国体育デー実施要項」69）を発し、
その実施に努め、さらに大正15年には「体育運
動振興ニ関スル件」の訓令で70）、漸く普及して
きた体育運動が、「…将来尚一層其ノ改善ト進
歩ヲ促シ普ク国民ヲシテ断エズ体育運動ヲ合理
的ニ実施セシメ…」（文献69）p.91）との必要を強
調した。しかし、これらの通牒・訓令では、格
別に「国民精神作興」との関連は明示されてい
ない。その関連が図られ出すのは、満州事変後
昭和7年「全国体育デー実施要項ニ依リ、其ノ目
的貫徹方」の通牒69）であり、ここでもまだ「国
民精神作興」とは明示されておらず、実施のた
めの参考事項の一つとして「一、運動会、体操
会、競技会、競技検査其他適当ナル体育運動ヲ
行ウコト…体育祭ニ於テハ国旗掲揚、君ガ代奉
唱参加者ノ団体行進、合同体操、検閲等ヲ行フ
コト、…」が挙げられた。日中戦争に拡大した
昭和12年「国民精神総動員ニ際シ体育運動ノ実
施ニ関スル件」の中で（同前文献）、「精神の訓
練」と「合同体操、体操大会、団体行進等」の集
団的体育行事実施が強調された。（同前pp.274-
275）　他方、文部省は、昭和14年2月全国各中
等学校に「自校体操」を制定実施する通牒71）を
出し、同12月「大日本国民体操」を第三ラジオ
体操として学校向け放送を開始する72）など集団
体操（合同体操）の推進を図った。
　厚生省は、昭和13年設置以降、体操大会を
国民体力向上運動の一環と認識し、4回大会か
ら後援に加わった。昭和13年2月「全国の工場
へ　朝礼と体操の実行」（同前文献p.168）を布
告し、昭和14年7月国民精神総動員委員会にお
いて「勤労の増進ならびに体力の向上に関する
根本方策」を決定した（同前p.170）。因みに工
場体操は、関西大会では、2回東洋紡神崎・天満
工場の工場体操、3回大日本紡績尼崎工場女子
工場体操などの演技があり、9回まで男女工場
員による合同体操、職員体操が行われている。
野依智子は、工場関係者の体操導入には、1930
年代の工場体操普及の流れが反映していたもの
と見ている73）。
　厚生省は、昭和15年4月「国民体力法」を公
布し、昭和15年7月には国民体力の向上と国民
精神の作興を図る目的で大日本体操青年体操、
大日本女子青年体操、大日本国民体操を制定し
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た。大日本体操は、体操大会では6回以降取り
上げられ、同16年2月各種運動競技の開始に先
立って行う、観覧者の体操（いわゆるスタンド
体操）の試案を発表し、それが、4月「大日本厚
生体操」となった。これは、7回大会以降、観
覧者を含めて参加者全員で実施された。
　これら文部省、厚生省両者の施策の推移か
ら、集団体操の実施の場としての体操大会は、
まさに精神作興と体力向上運動を推進する国策
に合致したものであった。
6 ．結　論
　本研究は、朝日新聞社主催による日本体操大
会の第一回から第九回（昭和10年～18年）の過
程で、主として本格的な軌道にのった特に第三
回から最終第九回までの展開を取り上げ、日本
体操大会の発展から中止に至るまでの大会の全
過程を考察し、本大会のもつ体育史的意義を明
らかにすることを目的とした。研究史料として
用いたのは、日本体操大会に関する著書、大会
報告書、体育系雑誌の関連記事、大阪朝日新聞、
東京朝日新聞などの全国誌および地方紙におけ
る大会関連記事、さらに、アサヒグラフ、アサ
ヒスポーツの大会関連記事や写真である。得ら
れた結果は以下に示す通りである。
1 ）日本体操大会の展開とその変化
　全9回の展開過程を第 I期から IV期の4期に分
け、主催と後援、組織、開催状況、開閉会式、演
技内容などの点について考察を行った。各期に
見られた特徴と変化は以下に示す通りである。
　I期創設期（1・2回）では、昭和10年大楠公
六百年記念祭体操大会として創始されたのが、
翌年第2回日本体操大会と名称変更された。会
場は、関西単独開催だったのが関東地区にも広
がった。組織は、主催朝日新聞社、後援文部省・
各府県市などの役員・委員からなる体制であっ
た。大会の開閉会式は、入場行進、会長挨拶、大
臣祝辞、国旗掲揚、国歌斉唱、大会歌合唱など
の式典的内容を備え、オートジャイロの飛行、
放鳩などイベントを盛り上げる数々の演出が工
夫されていた。演技は、広い年齢層（子供から
高齢者）による多様な集団体操、器械体操、演
奏行進、行進遊戯、武道（特に5回以降）など
からなる総合的体操大会であった。大会では、
当時新しいメディアであるラジオ中継と新聞報
道により、積極的にイベント化が図られ、集団
体操の「見せる体操のメディアイベント」を創
設することに成功を収めた。II期組織確立期で
は、後援に厚生省と全日本体操聯盟が加わり組
織体制が確立された。また、4回には、東海大
会が新設される。昭和12年日中戦争勃発、国民
精神総動員法実施要綱などの影響から、開閉会
式、演技内容にも戦時的な内容が浸透して行っ
た時期である。III期拡大期前期の5回大会で、
大会規定ができ、新たに西部大会を加え、4地方
大会と加盟府県大会を加えて全国的な体制とな
り、参加者数が飛躍的に増大した。5回以降大
会を全国統一運営しようとする意図から、開会
式と第一演技の体操をラジオで実況放送し、中
央大会と全国会場を結んで全国一斉に実施する
ネットワークを確立した。6回大会は、紀元2600
年奉祝大会として、特別に、橿原神宮を中央大
会として開催し、大会参加者数は200万人に急
増した。続く、7～8回の拡大期後期では、会場
がさらに全国道府県を網羅し、更に国外では関
東州大連まで加わり、植民地への拡大がみられ
た点に特徴がある。会場も126から127会場、演
技参加者数も200万人に及んだ。IV期（終末期）
では、主催大日本体育会、協賛朝日新聞社と変
わり、大会が官製化された｡ 大会は、加盟府県
大会に国内市町村及び関東州大連、樺太、台湾、
朝鮮など海外の会場を加え、会場数1040、参加
者数250万人と膨れあがった。昭和18年当時大
日本体育会は、夏季健民運動強化期間に、日本
体操大会を開催し、戦時下に国民意識の高揚を
図った。しかし、昭和19年には、戦局の悪化に
より、大日本体育会の部会別の諸行事が停止さ
れたのに伴って大会は中止された。
2 ）日本体操大会の体育史的意義
　第一に、体操大会は、戦前の“集団体操”の
普及に大きな役割を果した大会であった。体操
大会は、明治神宮競技大会以上に全国的体制、
多数の会場と大規模の参加者を集めた大会であ
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り、また、以前に無い集団体操中心のメディア
イベントであった。大会の集団体操は、参観者
に美と力を感じさせ、陶酔感を呼び起こすもの
と受け取られ、体操大会は、体操の新しいイ
メージを生み出したものとして注目された。こ
の意味から、戦前の明治神宮大会以上に集団体
操の普及発展の基礎を大きく担った大会と位置
づけられよう。第二に、体操大会は、当時体育界
の内外にあった体操（体育）の「社会化」、「民
衆化」の理念・課題に応えるものという意義が
あった。昭和初期には、学校・軍隊主体の体操
から生まれた体操の古い観念を改め、広く一般
社会の市民や民衆に普及しようとする体操の社
会化、民衆化の理念が生まれた。この社会化の
理念は、大会以前から当時の体育関係者と大会
関係者によっても主張されていた。第三に、体
操大会は、日本における「ソコール運動」の夢
実現の機会としての意義をもった。大正末期か
ら昭和初期には、日本の体育・体操関係者によ
り、チェコスロバキアのソコール祭と、大会の
集団体操の壮観について盛んに紹介され、体操
大会の関係者も、ソコール運動と同様の体操大
会の実現を強く期待し、それが国民精神運動や
団体訓練の推進などにつながると期待された。
但し、ナショナリズムの相違が殆ど意識されて
いなかった。第四に、体操大会は、当時厚生運
動の一貫として意義をもつものであった。戦前
日本の厚生運動は、余暇活動の健全化や健全娯
楽の普及などのレクリエーション運動であり、
かつ体位向上運動の意味をもっていた。当時の
厚生大会は、集団体操、行進、合唱などで構成
されていた。大会関係者も体操大会のもつ厚生
運動的意味を提唱していた。第五に、体操大会
は、従来から指摘されているように、文部省・
厚生省が推進した「国民精神作興」と「国民の
体位（体力）向上」という国策実施の機会とし
ての意義をもっていた。文部省は、全国体育
デー（大正末）、「国民精神総動員ニ際シ体育運
動ノ実施ニスル件」（昭和13年）の通牒などを
通じて、合同体操、団体行進などの徹底につと
めていた。また、厚生省は、国民体力向上政策
として、工場体育の推進、大日本体操、厚生体
操などの制定や奨励などをおこなっていた。大
会は、まさに国民の精神作興と体力の向上を推
進する国策に合致したものであった。
　今後の課題として、中央大会と地方の加盟府
県大会等に関する詳細な記録や報告を収集し、
中央と地方の関係において大会の全容をより明
瞭にすること、また、学校及び地域への動員体
制とその方法の調査、また、体操大会に関係し
た体育・演技指導者や参加者等の記録やヒヤリ
ングによる情報収集から当時の人々の意識を明
らかにすること、さらに、9回で中止された大
会が戦後に復活し継続される背景と経緯を明確
にすることが残されている。
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